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１ 評価基準の位置付け 

評価基準は、みかもクリーンセンターごみ焼却処理施設長期包括運営管理業務委託（以下、

「本業務」という。）における候補者の特定に適用する。 

評価基準は、公募型プロポーザル方式により候補者を決定するため、提案書提出者（参加

資格審査を通過した応募者をいう。）から提出された提案書及び参考資料（以下、「提案書

類」という。）を透明性・公平性を確保して評価する基準として示すものである。 

 

２ 選定の方法 

 本業務を実施する事業者は、本業務の対象となる施設の運営管理に係る専門的知識やノウ

ハウ（運営管理能力等）を有することが必要となるため、候補者の特定に当たっては、業務

委託の提案によって、候補者を決定する公募型プロポーザル方式を採用する。 

また、本業務の候補者を選定するための審査は、実施要領、業務内容説明書、要求水準書

及び評価基準に基づき、参加表明書を提出した者（以下「参加表明者」という。）から提出

された提案書類について行うものとする。 

 

 １）選定委員会の設置 

   佐野市（以下、「本市」という。）は、候補者の選定に係る審査を専門的知見に基づいて

実施するに当たって『佐野市みかもクリーンセンターごみ焼却処理施設長期包括運営管理

委託選定委員会（以下、「選定委員会」という。）』を設置する。 

 ２）候補者特定の流れ 

候補者は、図１に示すとおり、提案書の提出者から提出された提案書類の内容等を評価

して決定する。 

なお、提案書の提出者が１者の場合も評価基準に基づき審査を行う。 
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図１ 候補者特定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

本 契 約 

③参加資格の確認（公告等に示す参加資格要件の確認） 

失  格 
満たさない場合 

失  格 
書類不備の場合 

参 

加 

資 

格 

審 

査 

失  格 
満たさない場合 

提 

案 
 

書 
 

類 
 

審 
 

査 

①公告文及び実施要領等（実施要領、業務内容説明書、要求水準書、評価

基準、様式集）の公表 

②応募者による参加表明書及び参加資格審査申請書等の提出 

⑧提案内容の確認（提案内容のヒアリングを行う） 

⑤提案書提出者による提案書類の提出 

⑥提案書類の確認（提出された提案書類が全て揃っていることを確認） 

失  格 
基準点に満たない場合 

⑨提案書の審査（各提案内容を、評価基準に基づき評価） 

⑦提案書類の基礎審査（評価基準に示す基礎審査項目を満たしているか、

要求水準書の水準を満たしているか 等） 

⑩候補者の特定 

契約交渉及び内容確認 

基本協定書の締結 

④競争的対話の実施 
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３）参加資格審査 

   本市は、参加資格審査申請書類等により、公告に記載の「参加者の備えるべき参加資格

要件（以下、「参加資格要件」という。）」を満たしていることを確認する。 

   参加資格要件を満たすことが確認された参加者のみ、次の提案書類審査を受けることが

できるものとし、資格を満たさない場合は失格とする。 

   なお、参加資格審査を通過した参加者は、以下、提案書提出者という。 

 

 ４）提案書類審査【基礎審査】 

  (1) 提案書類の確認 

本市は、提案書提出者から提出された提案書類がすべて揃っていることを確認する。

この結果、提案書類に不備がある場合は、失格とする。 

 

  (2) 提案書類の基礎審査 

本市は、提案書類について表２に示す基礎審査項目を満たしていることを確認する。 

 

表２ 基礎審査項目と対応する様式 

基礎審査項目 
対応する 

様式番号 

共通事項 

提案書類全体について、同一事項に対する提

案内容の間に齟齬、矛盾等がないこと。 

第3-1号様式 

～ 

第3-5号様式 

提案書類全体について、様式集に従った構成

となっていること。 

第3-1号様式 

～ 

第3-5号様式 

運営管理業務提案書 
要求水準書等に示す要求事項と提案内容に齟

齬が無く、要求水準を満たしていること。 

第3-2号様式 

-①～⑦ 

第3-5号様式 

 

 

 ５）提案書類審査 

  (1) 提案書類審査の基本方針 

    本業務の目的を実現する上で必要な事項を審査項目とするとともに、客観的な視点か

ら提案書提出者の提案内容について審査を行うため、選定委員会により提案書類審査を

行うものとする。 

  

 (2) 審査項目、評価の視点及び配点 

    審査項目、評価の視点及び配点については、表３に示すとおりとする。 
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表３ 審査項目、評価の視点及び配点 

審査項目 評価の視点 配点 対応する 

様式番号 

1 事業計画に関する事項 24 点  

 1）事業運営の継続性 

 継続的な運営の考え方 ①本業務の内容、これまでの運営

状況及び施設の状況を理解してい

るか 

②本事業期間終了後も本施設を継

続稼働することが可能となった場

合において、その際の維持補修の

考え方を含め、継続的な運営の考

え方が示されているか 

12 点 第 3-2 様式 

-① 

2）経営計画・収支計画 

 事業の効率性を確保する考え方 本事業期間（10 年間）の運営につ

いて、各用役費、維持補修費、人

件費等のコストを削減する工夫

等、事業の効率性を効果的に達成

できる考え方が具体的に示されて

おり、金額に反映されているか 

12 点 第 3-2 様式 

-② 

第 3-4 様式 

-①～⑤ 

2 運営体制に関する事項 18 点  

 1）包括運営管理体制及び役割 本業務に適した組織体制、運転体

制が確保されているか、また、そ

れぞれの役割が明確になっている

か 

9 点 第 3-2 様式 

-③ 

2）維持・補修体制 施設を維持管理する上で、維持補

修を適切かつ必要な時期に実施す

る体制（社内、社外）が確保され

ているか 

9 点 第 3-2 様式 

-④ 

3 緊急対応・災害対応 12 点  

 1）緊急的な補修への対応 緊急的な補修が必要になった際の

対応が具体的に提案されているか 

6 点 第 3-2 様式 

-⑤ 

2）災害・災害廃棄物の対応 災害時等、緊急事態への対応とし

て、事業継続計画(BCP)に関する考

え方が具体的に提案されている

か、また、災害廃棄物が搬入され

た際の対応が具体的に提案されて

いるか 

6 点 第 3-2 様式 

-⑥ 

4 地域への配慮に関する事項 6 点  

 1）地域への配慮・貢献 本業務の実施に当たり、地域への

配慮・地域貢献に対する考え方が

具体的に提案されているか 

6 点 第 3-2 様式 

-⑦ 

5 価格点 40 点  

合計 100 点  

 

本業務の候補者特定にあたっては、ごみ焼却処理施設の包括的な運営管理において、衛生的

かつ安全で安定的な適正処理を継続する高い技術力を優位（6 割）に評価する。同時に、10 年

間の良質な管理を維持しつつ経費の効率化を図る経済的な提案も厳格に審査するため、【技術

点：60 点 ／ 価格点：40 点】の配点比率を適用する。 
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  (3) 提案内容の点数化 

   ① 提案内容の点数化方法  

提案書提出者から提出された提案内容について、表３の１～４の審査項目に関して

表４に示す「評価点の付与の考え方」に基づいて提案書の内容及び提案価格の評価を

行う。 

なお、表３の１～４は、評価の点数〔各審査項目ごとの得点の合計〕が総得点の６

０％に満たない場合は、失格とする。 

 

表４ 評価点の付与の考え方 

評価段階 評価の判断基準 評価点の算出方法 

 

Ａ 

 

当該審査項目において、優れた提案が記載さ

れ、また、大きな効果が期待できる。 
配点×１．００ 

 

Ｂ 

 

ＡとＣの中間 配点×０．８７５ 

 

Ｃ 

 

当該審査項目において、具体的、かつ現実的な

提案が記載され、また、一定の効果が期待でき

る。 

配点×０．７５ 

 

Ｄ 

 

ＣとＥの中間 配点×０．６２５ 

 

Ｅ 

 

当該審査項目において、要求水準書を満たす程

度である。 
配点×０．５０ 

 

基礎点となる E 評価（0.50）は、包括的な運営管理を衛生的・安定的に行うための要

求水準書を最低限満たしている状態として担保する。その上で、経費の効率化や良質な

管理に資する経済的な創意工夫に対し、上位の係数を乗じて段階的に評点を積み上げて

加点評価する。 

 

   ② 各審査項目の評価点 

各審査項目の評価点については、表５の算定式により、各委員が個別に行った評価

の平均値とする。なお、平均値を求める際は、小数点第２位を四捨五入した値とする。 

 

   ③ 評価点の算定式 

②の結果をもとに、各提案書提出者の得点の合計を算出する。 
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表５ 評価点の算定式 

算定式【提案内容の評価点算定式】 

 

   当該提案書提出者の        Σ（各審査項目の配点×判断基準） 

                ＝ 

  提案内容に関する評価点          委員人数（4 名） 

 

 

(4) 価格点の算出方法 

提案書提出者から提出された提案価格について、以下の算式に基づいて価格点を算出

する。 

点数は、小数第二位を四捨五入し小数第一位まで算出した値とする。なお、提案限度

価格を上回った場合は、失格とする。 

 

算定式【価格点の算定式】 

 

   当該提案書提出者の価格点  ＝ （最低価格／提案価格）×40 点 

 

※最低価格：提案書提出者の提案価格のうち、最も低い価格 

 

３ 候補者の特定 

１）選定結果及び審査講評の公表  

市は、選定委員会による評価結果を踏まえ、候補者及び次点候補者を決定する。ただし、

評価点が最も高い応募者が複数いる場合、当該者にくじを引かせて候補者を決定する。  

なお、市が候補者と基本協定を締結しないことが確定した場合、又は基本協定が解除さ

れた場合には、次順位以降の応募者と交渉するものとする。ただし、この場合にあっても

同時に２者以上と交渉することはない。 

応募者が１者のみであった場合についても審査を実施し、審査過程において適切と判断

された場合は、最優秀提案として選定する。市はこの結果を踏まえ、候補者を決定する。  

２）候補者を決定しない場合の措置  

応募者がいない場合又は、応募者が1者以上あった場合についても審査過程においてす

べての応募者が適切でないと判断された場合においては、候補者を決定せず、その旨を速

やかに公表する。 

 


